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涯
を
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
日
本
に
お
け
る
ロ
シ
ア
文
学
発
展
史
の

一
端
を
ひ
も
と
く
こ
と
に
つ
な
が
る
と
い
え
る
。
そ
う
考
え
た
筆
者
は
二

〇
〇
九
年
六
月
か
ら
、
平
井
に
関
す
る
調
査
を
開
始
し
た
。
し
か
し
、
当

時
確
認
で
き
た
の
は
日
本
近
代
文
学
館
編
『
日
本
近
代
文
学
大
事
典　

第

二
巻
』（3
）に
収
録
さ
れ
て
い
る
平
井
肇
の
項
目
と
、
先
述
の
『
外
套
・
鼻
』

（
二
〇
〇
六
年
改
版
）
巻
末
に
あ
る
平
井
の
略
歴
と
簡
易
な
翻
訳
リ
ス
ト

の
み
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
、
平
井
の
足
跡
を
詳
細
に
た
ど
る
資
料
と
し

て
は
ま
こ
と
に
不
十
分
で
あ
っ
た
。

　

平
井
に
関
す
る
調
査
が
飛
躍
的
に
進
ん
だ
の
は
二
〇
一
〇
年
三
月
か
ら

で
あ
る
。
平
井
の
長
女
で
あ
る
山
下
ユ
リ
ヤ
氏
か
ら
、
お
も
に
手
紙
で
平

　

ロ
シ
ア
文
学
者
平
井
肇
（
一
八
九
六
―
一
九
四
六
）
に
よ
る
、
ニ
コ
ラ

イ
・
ゴ
ー
ゴ
リ
作
品
の
翻
訳
は
、
一
九
三
四
年
か
ら
一
九
三
九
年
に
か
け

て
相
次
い
で
出
版
さ
れ
た（

1
）。
な
か
で
も
、
岩
波
文
庫
に
収
録
さ
れ
て
い

る
『
外
套
・
鼻
』
は
、
一
九
三
八
年
の
初
版
か
ら
二
〇
一
五
年
現
在
ま
で

増
刷
さ
れ
て
い
る
。
平
井
は
「
ゴ
ー
ゴ
リ
の
名
訳
者
と
し
て
名
高
い
平
井

肇
」（2
）と
評
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
背
景
は
不
明
で
あ
り
、
翻
訳
リ

ス
ト
さ
え
存
在
し
な
か
っ
た
。
た
し
か
に
平
井
は
翻
訳
を
通
じ
て
日
本
の

文
学
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
人
物
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
原

作
の
力
に
よ
る
も
の
が
大
き
い
と
し
て
も
、『
外
套
・
鼻
』
の
よ
う
に
現

在
で
も
読
み
継
が
れ
て
い
る
翻
訳
を
残
し
た
功
績
は
大
き
い
。
平
井
の
生
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最
後
の
札
所
で
あ
る
天
台
宗
華
厳
寺
が
あ
り
、
名
礼
は
華
厳
寺
参
道
そ
ば

に
位
置
し
た
。

　

平
井
は
名
礼
に
あ
る
谷
汲
尋
常
小
学
校
に
入
学
し
た
。
入
学
年
月
は
一

九
〇
二
年
四
月
と
考
え
ら
れ
る
。
筆
者
が
揖
斐
川
町
立
谷
汲
小
学
校
で
閲

覧
し
た
「
永
久
保
存
版
明
治
三
十
八
年
度
谷
汲
尋
常
小
学
校
卒
業
者
名

簿
」
に
よ
れ
ば
、
平
井
が
同
小
学
校
を
卒
業
し
た
の
は
一
九
〇
六
年
で
あ

っ
た
か
ら
で
あ
る（

13
）。
当
時
の
谷
汲
村
に
は
高
等
小
学
校
が
無
か
っ
た
た

め
、
卒
業
後
の
同
年
四
月
、
揖
斐
尋
常
高
等
小
学
校
高
等
科
に
進
学
し

た（
14
）。
同
高
等
小
学
校
は
名
礼
か
ら
直
線
距
離
で
一
〇
キ
ロ
以
上
あ
っ
た
。

『
谷
汲
村
史
』
に
よ
れ
ば
、
同
村
で
は
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
乗
合
馬

車
が
使
用
さ
れ
、
谷
汲
、
揖
斐
間
を
往
復
し
て
い
た
こ
と
か
ら（

15
）、
平
井

は
こ
の
乗
合
馬
車
を
利
用
し
通
学
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

二
　
中
学
校
時
代
　

―
　

御
嵩
町
へ
の
移
動
、
書
生
、
進
学

　

平
井
は
、
山
下
氏
に
よ
れ
ば（

16
）、
高
等
科
卒
業
後
す
ぐ
岐
阜
県
可
児
郡

御
嵩
町
の
杉
田
栄
之
助
家
の
書
生
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
岐
阜
県
立
東
濃
中

学
校
に
進
学
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
杉
田
は
岐
阜
地
方
裁
判
所
管
内
御
嵩

地
区
裁
判
所
書
記（

17
）で
あ
っ
た
。
平
井
家
の
土
地
登
記
に
関
す
る
問
題
が

杉
田
の
協
力
に
よ
り
解
決
さ
れ
た
経
緯
が
あ
っ
て
か
ら
、
両
家
の
交
流
が

始
ま
っ
た
と
い
う
。

井
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
頂
く
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
あ
る（

4
）。
山
下
氏
は

平
井
の
交
友
関
係
の
中
で
も
、
と
く
に
「
畏
友
」（5
）と
し
て
、
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
文
学
作
家
、
貴
司
山
治
の
存
在
を
挙
げ
ら
れ
た
。
筆
者
は
二
〇
一
〇

年
五
月
よ
り（

6
）、
貴
司
の
長
男
で
あ
る
伊
藤
恭
治
氏（

7
）か
ら
メ
ー
ル
で
連

絡
を
頂
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
伊
藤
氏
か
ら
は
、
平
井
が
一
九
二
四
年
か

ら
編
集
に
参
加
し
た
雑
誌
『
婦
人
之
世
紀
』（8
）の
所
在
を
教
え
て
頂
い
た
。

さ
ら
に
、
伊
藤
氏
が
編
纂
に
た
ず
さ
わ
ら
れ
た
『
貴
司
山
治
全
日
記
Ｄ
Ｖ

Ｄ
版
』（9
）は
、
早
稲
田
大
学
中
退
以
降
の
平
井
の
動
向
を
あ
き
ら
か
に
し

た
。
こ
れ
ら
の
資
料
は
、
平
井
の
生
涯
を
再
構
成
す
る
の
に
非
常
に
重
要

で
あ
り
、
翻
訳
リ
ス
ト
と
、
平
井
の
移
動
と
交
友
関
係
を
確
認
で
き
る
詳

細
な
年
表
作
成
を
も
可
能
に
し
た
。
し
か
し
、
紙
数
の
制
限
が
あ
る
た
め
、

本
稿
は
研
究
ノ
ー
ト
と
し
て
平
井
の
学
業
期
に
の
み
焦
点
を
お
く
。
学
業

期
は
平
井
が
ロ
シ
ア
文
学
な
ら
び
に
ロ
シ
ア
語
と
出
会
う
時
期
で
あ
り
、

ロ
シ
ア
文
学
者
と
な
る
平
井
の
原
点
と
い
え
る
か
ら
で
あ
る
。

　
一
　
小
学
校
時
代

　

平
井
は
、
一
八
九
六
年
五
月
一
七
日
岐
阜
県
大
野
郡
名
礼
村
名
礼
（
一

八
九
七
年
か
ら
谷
汲
村
）（10
）に
、
山
下
氏
に
よ
れ
ば（

11
）、
七
人
兄
弟
の
長

男
と
し
て
誕
生
し
た
。
父
は
炭
治
郎（

12
）、
母
は
政
乃
。
平
井
家
は
小
作
人

を
雇
う
裕
福
な
農
家
で
あ
っ
た
。
同
村
の
谷
汲
山
に
は
西
国
三
十
三
箇
所
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内
逍
遥
翻
訳
に
よ
る
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
も
読
ん
だ
と
い
う（

20
）。
そ
れ
ま
で

は
「
馬
琴
の
「
椿
節
弓
張
月
」
だ
の
、
種
彦
の
「
偽
紫
田
舎
源
氏
」
と
い

つ
た
江
戸
時
代
の
読
物
か
ら
、
や
う
や
く
尾
崎
紅
葉
、
川
上
眉
山
、
柳
川

春
葉
と
い
つ
た
明
治
の
通
俗
小
説
に
移
り
、
や
が
て
田
山
花
袋
、
徳
田
秋

声
、
島
崎
藤
村
と
い
つ
た
現
存
作
家
の
小
説
に
現
を
抜
か
し
て
い
た
時

代
」（21
）を
過
ご
し
て
い
た
と
い
う
。
平
井
は
中
学
校
時
代
を
「
さ
う
し
た

作
家
の
も
の
を
乱
読
し
な
が
ら
、
い
づ
れ
は
自
分
も
一
連
の
小
説
家
に
な

ら
う
と
い
ふ
や
う
な
大
逸
れ
た
野
望
を
抱
き
は
じ
め
た
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な

少
年
の
頃
だ
つ
た
」（22
）と
振
り
返
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
読
書
を
へ
た
こ
と
で
平
井
は
「
中
学
を
卒
業
す
る
と
私
は
真

直
ぐ
に
早
稲
田
の
文
科
を
志
望
し
」（23
）た
。「
い
は
ゆ
る
文
学
者
（
小
説

家
）
志
望
の
連
中
は
大
抵
英
文
科
へ
入
学
し
た
も
の
だ
」（24
）と
い
う
。
平

井
は
早
稲
田
大
学
で
学
ぶ
た
め
に
岐
阜
か
ら
東
京
へ
向
か
っ
た
。

　

平
井
に
と
っ
て
御
嵩
町
へ
の
移
動
は
大
き
な
効
果
を
も
た
ら
し
た
。
中

学
校
進
学
に
と
ど
ま
ら
ず
、
読
書
傾
向
を
変
化
さ
せ
る
機
会
を
得
た
か
ら

で
あ
る
。
谷
汲
村
時
代
は
江
戸
時
代
の
戯
作
や
黄
表
紙
な
ど
に
親
し
ん
で

い
た
の
が
、
自
然
主
義
文
学
へ
と
移
り
、
ロ
シ
ア
文
学
と
出
会
い
、
そ
の

他
の
外
国
文
学
も
読
む
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
御
嵩
町
で
得
た
読
書

は
、
作
家
に
な
り
た
い
、
と
い
う
希
望
を
抱
か
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、

早
稲
田
大
学
英
文
科
進
学
と
い
う
選
択
を
生
み
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。
さ

ら
に
、
将
来
の
伴
侶
と
出
会
う
こ
と
に
も
な
っ
た
。
杉
田
栄
之
助
の
長
女
、

　

な
お
、
揖
斐
尋
常
小
学
校
高
等
科
卒
業
年
と
東
濃
中
学
校
入
学
年
は
資

料
を
入
手
で
き
ず
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
岐
阜
県
立
東
濃
高
等
学
校
が

発
行
し
た
『
岐
阜
県
立
東
濃
高
等
学
校
新
体
育
館
完
成
記
念
平
成
十
六
年

度
同
窓
会
名
簿
』
に
よ
れ
ば
、
平
井
は
一
九
一
六
年
三
月
に
同
中
学
校
を

卒
業
し
て
い
た
。
そ
こ
で
、
仮
に
揖
斐
尋
常
高
等
小
学
校
高
等
科
を
三
年

間
の
修
業
年
限
を
経
た
一
九
〇
九
年
三
月
卒
業
と
し
、
東
濃
中
学
校
卒
業

年
の
一
九
一
六
年
三
月
か
ら
五
年
間
の
修
業
年
限
を
引
け
ば
、
一
九
一
一

年
四
月
に
同
中
学
校
に
入
学
し
た
と
推
察
さ
れ
る
。
平
井
は
杉
田
家
に
寄

宿
し
な
が
ら
二
年
間
の
準
備
期
間
を
経
て
、
東
濃
中
学
校
を
受
験
し
た
と

考
え
ら
れ
る
。

　

御
嵩
町
は
、
中
山
道
の
宿
場
町
と
し
て
栄
え
て
い
た
。『
御
嵩
町
史　

通
史
編　

上
』（18
）に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
大
正
時
代
の
御
嵩
の
家
並
み
地

図
」（
地
図
作
成
年
月
日
の
記
載
な
し
）
に
よ
れ
ば
、
御
嵩
町
に
は
東
濃

地
域
の
官
公
庁
や
、
東
濃
中
学
校
を
は
じ
め
と
し
た
文
教
施
設
が
あ
っ
た
。

御
嵩
裁
判
所
の
隣
に
は
警
察
署
が
あ
り
、
そ
の
周
辺
に
は
代
書
屋
や
髪
結

い
、
飲
食
店
、
酒
店
、
銀
行
、
書
店
な
ど
が
並
ん
で
い
た
。
御
嵩
町
は
文

字
通
り
「
村
」
で
は
な
く
、「
町
」
で
あ
っ
た
。

　

平
井
は
、
一
九
一
三
年
に
出
版
さ
れ
た
前
田
晁
『
短
編
十
種　

チ
ェ
エ

ホ
フ
全
集
』
を
偶
然
御
嵩
町
の
本
屋
で
見
つ
け
「
明
治
が
大
正
に
改
ま
っ

た
ば
か
り
の
頃
」（19
）に
読
ん
だ
。
こ
れ
が
ロ
シ
ア
文
学
と
の
出
会
い
で
あ

っ
た
。
そ
の
他
に
生
田
長
江
、
生
田
春
月
共
訳
『
罪
と
罰
』
を
読
み
、
坪
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当
時
の
英
文
科
は
、
た
ん
に
英
文
学
の
み
を
教
え
て
い
た
の
で
は
な
か

っ
た
。「
英
文
科
な
る
も
の
が
勿
論
、
表
看
板
の
英
文
学
が
主
要
課
目
に

な
つ
て
は
ゐ
た
が
、
そ
の
他
に
一
般
の
外
国
文
学
を
英
語
で
読
ま
せ
た
り
、

講
義
を
し
た
り
す
る
時
間
が
か
な
り
あ
っ
た
」（26
）の
で
あ
る
。『
早
稲
田
大

学
百
年
史
』
に
よ
れ
ば
「
英
文
学
科
は
む
し
ろ
英
語
を
と
お
し
て
学
ぶ
外

国
文
学
科
、
あ
る
い
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
学
科
、
領
域
の
広
い
一
般
文
学
科

だ
っ
た
」（27
）の
で
あ
り
、「
さ
ま
ざ
ま
な
授
業
が
、
英
米
の
ほ
か
に
仏
、
独
、

露
、
伊
、
北
欧
諸
国
に
文
学
の
傑
作
を
ま
ん
べ
ん
な
く
扱
お
う
と
し

て
」（28
）い
た
の
で
あ
る
。

　

英
文
科
の
ロ
シ
ア
文
学
講
義
を
挙
げ
れ
ば
、
一
九
一
二
年
〜
一
三
年
に

か
け
て
片
上
伸
と
相
馬
昌
治（

29
）に
よ
る
「
ド
ス
ト
イ
エ
フ
ス
キ
ー
研
究
」、

吉
江
喬
松（

30
）に
よ
る
「
ゴ
ル
キ
ー
研
究
」、
一
九
一
三
年
〜
一
四
年
に
か

け
て
片
上
に
よ
る
「
露
文
学
研
究
（
ド
ス
ト
イ
エ
フ
ス
キ
ー
、
ザ
・
ブ
ラ

ザ
ー
ズ
・
カ
ラ
マ
ゾ
フ
）」
が
行
わ
れ
た
。
一
九
一
五
〜
一
六
年
に
は
、

昇
直
隆
（
昇
曙
夢
）（31
）が
「
露
文
学
研
究
（
ド
ス
ト
イ
エ
フ
ス
キ
ー
、
レ

タ
ー
ズ
・
フ
ロ
ム
・
ゼ
・
ア
ン
ダ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
等
）」
を
担
当
し
た（

32
）。

　

平
井
は
「
私
は
ど
う
い
ふ
も
の
か
、
い
つ
か
ら
と
な
く
、
英
文
学
よ
り

ロ
シ
ヤ
文
学
に
興
味
を
も
つ
や
う
に
な
つ
て
ゐ
た
」（33
）と
振
り
返
っ
て
い

る
。「
と
い
ふ
の
は
、
そ
の
頃
か
ら
や
う
や
く
、
米
川
正
夫（

34
）、
中
村
白

葉（
35
）、
昇
曙
夢
の
諸
氏
に
よ
り
ロ
シ
ヤ
原
典
か
ら
直
接
訳
と
し
て
次
々
と

ロ
シ
ヤ
の
小
説
類
が
翻
訳
さ
れ
は
じ
め
た
た
め
、
自
然
さ
う
い
ふ
新
刊
の

静
枝
と
の
ち
に
結
婚
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

三
　
大
学
時
代 

　
　
　
　

―
　

東
京
へ
の
移
動
、
英
文
学
か
ら
ロ
シ
ア
文
学
へ

　

筆
者
は
、
平
井
が
早
稲
田
大
学
に
在
学
し
た
期
間
を
示
す
資
料
を
早
稲

田
大
学
大
学
史
資
セ
ン
タ
ー
が
保
存
す
る
資
料
の
中
に
確
認
で
き
て
い
な

い
。
し
か
し
、
平
井
に
よ
る
随
筆
「
ロ
シ
ヤ
語
二
十
五
年
」
の
中
で
、
早

稲
田
大
学
在
学
中
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
部
分
（
一
五
〇
〜
一
五
三
頁
）

さ
ら
に
山
下
氏
か
ら
の
手
紙（

25
）を
参
考
に
、
先
述
し
た
『
日
本
近
代
文
学

大
事
典　

第
二
巻
』
に
収
録
さ
れ
た
平
井
肇
の
項
と
、『
外
套
・
鼻
』
巻

末
に
掲
載
さ
れ
た
平
井
の
略
歴
を
照
ら
し
合
わ
せ
て
推
察
し
た
。
そ
の
結

果
、
予
科
時
代
も
含
め
た
平
井
の
在
学
期
間
は
七
年
間
と
考
え
ら
れ
る
。

平
井
は
一
九
一
六
年
三
月
に
東
濃
中
学
校
を
卒
業
し
、
翌
四
月
、
早
稲
田

大
学
高
等
予
科
英
文
学
科
入
学
。
一
九
一
七
年
四
月
、
早
稲
田
大
学
大
学

部
文
学
科
英
文
学
専
攻
（
以
下
、
英
文
科
）
に
入
学
し
た
。
英
文
科
二
年

生
ま
で
進
級
し
た
が
、
一
九
一
九
年
四
月
に
新
設
さ
れ
た
文
学
科
露
文
学

専
攻
（
以
下
、
露
文
科
）
に
再
入
学
し
た
。
そ
し
て
一
九
二
三
年
（
何
月

か
は
不
明
）
露
文
科
を
中
退
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
本
節
で
は
、
英
文
科

の
特
色
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
露
文
科
で
学
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
理
由
と
ロ

シ
ア
語
学
習
に
つ
い
て
み
て
い
く
。
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現
役
の
ロ
シ
ア
文
学
翻
訳
者
で
も
あ
る
昇
の
講
義
に
さ
え
興
味
を
抱
か

な
か
っ
た
平
井
に
、
大
き
な
転
機
が
訪
れ
た
。
一
九
一
八
年
三
月
、
英
文

科
教
授
の
片
上
伸（

45
）が
第
一
次
ロ
シ
ア
留
学
か
ら
帰
国
し
た
の
で
あ
る
。

早
稲
田
大
学
文
学
部
に
露
文
科
を
創
設
す
る
た
め
、
大
学
か
ら
ロ
シ
ア
へ

派
遣
さ
れ
て
い
た
片
上
は
生
涯
で
二
度
ロ
シ
ア
留
学
を
行
っ
た
。
本
稿
で

は
一
九
一
五
年
一
〇
月
四
日
出
発（

46
）、
一
九
一
八
年
三
月
二
八
日
に
帰
国

し
た（

47
）留
学
を
第
一
次
ロ
シ
ア
留
学
、
一
九
二
四
年
六
月
二
四
日
出
発（

48
）、

一
九
二
五
年
一
〇
月
一
日（

49
）に
帰
国
し
た
ロ
シ
ア
留
学
を
第
二
次
ロ
シ
ア

留
学
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

　

三
月
二
八
日
に
帰
国
し
た
片
上
は
、
翌
四
月
に
は
英
文
科
の
教
壇
に
立

っ
た（

50
）。「
片
上
さ
ん
が
教
室
で
我
々
に
話
さ
れ
る
ロ
シ
ヤ
の
話
が
、
ロ

シ
ヤ
文
学
に
熱
中
し
て
ゐ
た
私
に
は
旱
天
の
慈
雨
の
や
う
に
感
じ
ら
れ
た

も
の
だ
」（51
）と
い
う
平
井
は
、
ロ
シ
ア
文
学
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
ロ
シ
ア

で
の
体
験
も
聞
き
た
く
な
り
、
片
上
の
自
宅
を
訪
問
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
し
て
、
片
上
か
ら
「
ロ
シ
ヤ
文
学
が
そ
ん
な
に
好
き
な
ら
ロ
シ
ヤ
語
を

習
つ
て
原
書
に
つ
い
て
み
つ
ち
り
研
究
し
な
け
れ
ば
駄
目
だ
と
い
は
れ
た
。

そ
れ
ま
で
ま
だ
一
度
も
ロ
シ
ヤ
語
を
習
は
う
と
い
ふ
気
に
は
な
ら
な
か
つ

た
が
、
先
生
の
こ
の
一
語
が
私
の
心
に
革
命
を
起
こ
し
た
の
で
あ
る
」（52
）。

平
井
は
一
九
一
九
年
四
月
に
新
設
さ
れ
る
露
文
科
へ
再
入
学
す
べ
く
、
二

年
ま
で
進
級
し
て
い
た
英
文
科
を
や
め
る
決
心
を
す
る
と
と
も
に
、
ロ
シ

ア
語
学
習
を
開
始
し
た（

53
）。
平
井
は
予
科
一
年
を
へ
て
英
文
科
へ
進
学
し

翻
訳
書
に
親
し
む
や
う
に
な
つ
た
た
め
だ
と
思
ふ
」（36
）と
述
べ
て
い
る
通

り
、
当
時
は
他
言
語
か
ら
の
翻
訳
で
は
な
く
、
ロ
シ
ア
語
原
典
か
ら
の
直

接
翻
訳
が
相
次
い
で
出
版
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
な
お
、

昇
の
翻
訳
は
一
九
〇
四
年
に
刊
行
さ
れ
は
じ
め（

37
）、
一
九
一
四
年
に
は
米

川
正
夫
に
よ
る
『
白
痴
』（38
）、
一
九
一
八
年
に
は
中
村
白
葉
に
よ
る
日
本

初
の
ロ
シ
ア
語
か
ら
の
直
接
翻
訳
『
罪
と
罰
』
上
下
巻（

39
）が
刊
行
さ
れ
た
。

明
治
末
か
ら
大
正
初
期
に
か
け
て
の
ロ
シ
ア
語
か
ら
の
直
接
翻
訳
は
、
東

京
外
国
語
学
校
（
現
・
東
京
外
国
語
大
学
）
で
学
ん
だ
二
葉
亭
四
迷
、
嵯

峨
の
屋
お
む
ろ
ら
に
よ
る
も
の
が
主
で
あ
っ
た
が
、
一
九
〇
四
年
ご
ろ
か

ら
嵯
峨
の
屋
の
翻
訳
活
動
は
減
少
し
始
め（

40
）、
一
九
〇
九
年
に
二
葉
亭
は

急
逝
し
た
。
一
九
一
〇
年
代
に
入
り
、
昇
、
米
川
、
中
村
ら
三
人
を
主
と

し
た
ロ
シ
ア
語
原
典
か
ら
の
翻
訳
時
代
が
到
来
し
た
の
で
あ
る
。

　

平
井
は
「
か
う
し
て
所
謂
英
文
科
に
籍
を
お
き
な
が
ら
私
は
専
ら
ロ
シ

ヤ
文
学
に
熱
中
し
は
じ
め
た
」（41
）と
は
い
え
、「
そ
の
頃
、
昇
曙
夢
氏
が
早

稲
田
大
学
の
講
師
と
し
て
来
て
お
ら
れ
、
文
科
の
必
修
科
目
以
外
に
ロ
シ

ヤ
語
を
教
え
て
お
ら
れ
た
が
、
私
は
ど
う
い
ふ
も
の
か
ま
だ
ロ
シ
ヤ
語
を

習
う
気
に
は
な
ら
な
か
っ
た
」（42
）と
述
べ
て
い
る
。
昇
は
、
一
九
一
六
〜

一
七
年
の
間
、
随
意
科
目
と
し
て
の
「
露
文
学
」
を
担
当
し
た
が
翌
年
廃

止
と
な
り（

43
）、
変
わ
っ
て
第
二
外
国
語
の
「
露
西
亜
語
」
を
担
当
し
て
い

た（
44
）。
当
時
の
平
井
は
、
ロ
シ
ア
文
学
に
「
熱
中
」
し
て
も
、
ロ
シ
ア
語

を
学
習
す
る
意
欲
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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励
み
、
ロ
シ
ア
文
学
を
読
み
、
大
学
生
活
を
謳
歌
し
た（

62
）。

　

平
井
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
露
文
科
の
講
義
は
、「
片
上
先
生
の
他
に
馬

場
哲
哉（

63
）、
八
杉
貞
利（

64
）の
両
先
生
の
お
せ
わ
に
な
つ
た
が
、
そ
の
う
ち

に
ロ
シ
ヤ
人
教
師
と
し
て
ワ
ノ
フ
ス
キ
イ
老
人（

65
）が
迎
へ
ら
れ
た
。
こ
の

ワ
ノ
フ
ス
キ
イ
老
人
が
初
め
て
私
た
ち
の
教
室
に
現
は
れ
た
時
、
片
言
な

り
と
も
ロ
シ
ヤ
語
で
こ
の
人
と
会
話
が
で
き
た
の
は
全
級
中
、
か
く
い
ふ

私
一
人
だ
つ
た
」（66
）。
そ
の
た
め
、「
初
め
の
数
週
間
の
あ
ひ
だ
は
私
が
教

壇
へ
出
て
、
こ
の
老
教
師
と
並
で
立
つ
て
通
訳
を
つ
と
め
さ
せ
ら
れ
」（67
）

る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
九
二
一
年
当
時
は
、
ド
ゥ
ー
ド
ロ
フ
家
に
通
い
始

め
て
す
で
に
二
年
が
経
過
し
て
い
た
。
平
井
の
ロ
シ
ア
語
会
話
は
他
の
生

徒
た
ち
よ
り
も
す
ぐ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
平
井
は
一
九
一
九
年
と
一
九

二
〇
年
の
夏
、
六
月
か
ら
三
か
月
間
に
わ
た
り
、
御
殿
場
二
ノ
岡
に
あ
る

一
家
の
別
荘
近
く
の
、
二
ノ
岡
の
神
主
を
つ
と
め
て
い
た
内
海
家
の
離
れ

を
借
り
て
も
ら
い
、
一
家
と
と
も
に
二
夏
を
過
ご
し
た（

68
）。

　

山
下
氏
に
よ
れ
ば（

69
）、
平
井
は
一
九
二
一
年
十
月
ご
ろ
杉
田
栄
之
助
の

長
女
、
静
枝
と
結
婚
し
た
。
結
婚
後
は
神
田
川
沿
い
の
ま
か
な
い
付
き
の

下
宿
に
住
み
な
が
ら
大
学
に
通
っ
た
。
一
九
二
二
年
八
月
に
は
長
女
ユ
リ

ヤ
が
誕
生
し
た
。
平
井
が
作
成
し
た
一
九
二
三
年
の
年
賀
状
の
住
所
は

「
東
京
市
外
西
ヶ
原
五
五
三
」（
現
在
の
北
区
西
ガ
原
）（70
）と
な
っ
て
い
る
。

一
九
二
三
年
は
平
井
が
中
退
し
た
年
で
あ
る
。
同
年
、
片
上
は
四
月
か
ら

七
月
に
か
け
て
、
自
身
が
編
集
を
行
っ
た
『
ロ
シ
ヤ
研
究
』
を
春
陽
堂
か

た
が
、
新
制
度
の
予
科
は
二
年
に
延
長
さ
れ（

54
）、
本
科
で
学
び
た
い
外
国

語
を
履
修
し
て
い
た
。
す
で
に
二
年
間
ロ
シ
ア
語
を
学
ん
で
き
た
学
生
た

ち
と
露
文
科
で
共
に
学
ぶ
こ
と
を
危
惧
し
た
の
で
あ
る（

55
）。
片
上
の
こ
と

ば
は
、
平
井
に
と
っ
て
全
く
思
い
が
け
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
こ

そ
、
ロ
シ
ア
文
学
を
本
格
的
に
学
ぼ
う
と
す
る
大
き
な
意
欲
を
も
た
ら
し

た
の
で
あ
る
。

　

平
井
は
、
ロ
シ
ア
語
の
発
音
は
独
学
で
は
ど
う
に
も
な
ら
か
っ
た
た
め
、

新
聞
の
三
行
広
告
で
見
つ
け
た
白
系
ロ
シ
ア
人
か
ら
ロ
シ
ア
語
を
習
う
こ

と
に
し
た（

56
）。
そ
の
時
期
は
一
九
一
九
年
一
月
ご
ろ
と
考
え
ら
れ
る（

57
）。

平
井
に
ロ
シ
ア
語
を
教
え
た
の
は
、
麻
布
簞
笥
町
に
邸
宅
を
か
ま
え
て
い

た（
58
）、
駐
日
ロ
シ
ア
大
使
館
付
海
軍
武
官
、
ボ
リ
ス
・
ペ
ト
ロ
ー
ヴ
ィ
ッ

チ
・
ド
ゥ
ー
ド
ロ
フ
の
妻
の
母
親
オ
リ
ガ
・
ニ
コ
ラ
ー
エ
ヴ
ナ
・
シ
ュ
リ

ギ
ン
で
あ
っ
た（

59
）。

　

平
井
は
、
オ
リ
ガ
の
も
と
へ
「
一
週
二
回
づ
つ
（
マ
マ
）
夜
七
時
か
ら

九
時
こ
ろ
ま
で
語
学
の
稽
古
に
通
っ
た
」（60
）。
こ
う
し
て
、
文
法
を
独
学

で
、
発
音
を
オ
リ
ガ
か
ら
習
っ
た
平
井
は
一
九
一
九
年
四
月
、
新
設
さ
れ

た
露
文
科
へ
再
入
学
し
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
平
井
の
心
配
は
杞
憂
に
終
わ
っ
た
。「
予
科
か
ら
正
式
に
ロ

シ
ヤ
語
の
基
礎
教
育
を
受
け
て
き
た
は
ず
の
他
の
同
級
生
の
語
学
力
が
、

私
の
予
想
に
反
し
て
私
の
そ
れ
と
大
差
な
い
こ
と
を
発
見
し
て
、
ほ
つ
と

安
心
し
た
も
の
で
あ
る
」（61
）。
そ
れ
か
ら
の
平
井
は
、
露
文
科
の
授
業
に
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垣
間
見
ら
れ
た
こ
と
は
、
ロ
シ
ア
文
学
の
翻
訳
を
行
う
に
あ
た
り
大
い
に

役
立
て
ら
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
充
実
し
た
学
生
生
活
を
送
っ
て
い
た
平
井

は
し
か
し
、
中
退
に
至
っ
た
。
理
由
は
不
明
で
あ
る
。
結
婚
、
長
女
誕
生

に
伴
い
大
学
か
ら
自
然
と
足
が
遠
の
い
た
だ
け
で
な
く
、
ロ
シ
ア
語
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
露
文
科
で
学
ぶ
意
義
を
見
出
せ
な
く
な
っ

て
い
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
平
井
は
長
男
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
実
家
を
継
が
な
か
っ
た
。
山
下
氏
に
よ
れ
ば（

76
）、
結
婚
後
も

実
家
か
ら
の
援
助
を
受
け
、
そ
れ
は
実
家
が
没
落
し
た
一
九
三
二
年
ご
ろ

ま
で
続
い
た
。

　

平
井
が
東
京
に
出
て
、
早
稲
田
大
学
に
学
べ
た
の
は
、
実
家
が
裕
福
で

あ
っ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
進
学
に
伴
う
居
住
地
の
移
動
を
可

能
に
さ
せ
、
教
育
の
機
会
を
得
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。
安
定
し
た
経
済

事
情
が
あ
っ
て
こ
そ
露
文
科
に
再
入
学
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

　

平
井
に
関
す
る
研
究
が
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
経
緯
は
、
平

井
と
交
流
の
あ
っ
た
人
物
が
存
命
し
て
お
ら
ず
、
資
料
も
少
な
い
と
考
え

ら
れ
て
き
た
点
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
山
下
氏
は
ご
健
在
で
あ

り
、
平
井
の
足
跡
を
た
ど
る
大
き
な
手
掛
か
り
を
与
え
て
頂
い
た
。
研
究

は
無
理
と
見
当
を
つ
け
ら
れ
、
放
置
さ
れ
た
対
象
に
も
、
探
索
の
糸
口
が

必
ず
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

平
井
が
早
稲
田
大
学
に
在
学
し
た
記
録
の
確
認
や
、
中
退
に
至
る
経
緯

な
ど
残
さ
れ
た
課
題
は
あ
る
も
の
の
、
本
稿
は
、
小
学
校
か
ら
早
稲
田
大

ら
発
行
し
て
い
る（

71
）。
片
上
は
四
月
号
で
、
編
集
後
記
に
相
当
す
る
「
手

帖
の
隅
」
欄
に
「『
ロ
シ
ヤ
研
究
』
は
早
稲
田
大
学
大
学
部
の
ロ
シ
ヤ
文

学
の
学
生
と
卒
業
生
と
教
師
と
の
協
力
で
作
る
雑
誌
で
あ
る
」（72
）と
述
べ

て
い
る
。
し
か
し
、
平
井
に
よ
る
執
筆
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
ロ
シ
ア

文
学
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
た
平
井
が
執
筆
せ
ず
、
露
文
科
を
中
退
し

た
理
由
は
不
明
で
あ
る
。
同
年
九
月
一
日
に
は
関
東
大
震
災
が
起
こ
っ
た
。

山
下
氏
に
よ
れ
ば（

73
）、
御
嵩
町
に
滞
在
し
て
い
た
平
井
た
ち
は
無
事
で
あ

っ
た
。
ド
ゥ
ー
ド
ロ
フ
家
は
関
東
大
震
災
以
降
、
ア
メ
リ
カ
の
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
に
移
住
し
た（

74
）。

　

平
井
に
強
い
影
響
を
与
え
た
片
上
は
一
九
二
四
年
六
月
二
四
日
、
第
二

次
ロ
シ
ア
留
学
へ
出
発
し
た
。
早
稲
田
大
学
を
退
職
し
て
の
突
然
の
ロ
シ

ア
行
き
で
あ
っ
た
。
片
上
が
留
学
に
発
っ
た
経
緯
は
諸
説
あ
る
が（

75
）、
真

相
は
不
明
で
あ
る
。

四
　
ま
と
め

　

早
稲
田
大
学
時
代
は
、
ロ
シ
ア
文
学
へ
と
向
か
う
道
を
平
井
に
決
定
づ

け
さ
せ
た
。
そ
れ
は
片
上
と
の
出
会
い
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
新
設
さ
れ

た
露
文
科
は
平
井
を
成
長
さ
せ
る
土
台
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
ド
ゥ
ー
ド

ロ
フ
家
と
の
出
会
い
は
貴
重
な
体
験
と
な
っ
た
。
生
き
た
ロ
シ
ア
語
に
ふ

れ
た
だ
け
で
な
く
、
ロ
シ
ア
の
上
流
階
級
に
属
し
て
い
た
一
家
の
生
活
を
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学
中
退
ま
で
の
平
井
の
学
業
時
代
を
ま
と
め
研
究
ノ
ー
ト
と
し
た
。

（
1
）
一
九
三
四
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
ゴ
オ
ゴ
リ
全
集
』（
ナ
ウ
カ
社
、
全
六
巻
）

の
第
一
巻
と
第
二
巻
の
翻
訳
を
担
当
し
た
の
を
皮
切
り
に
、
一
九
三
八
年

〜
三
九
年
に
か
け
て
刊
行
さ
れ
た
『
死
せ
る
魂
』（
岩
波
文
庫
、
上
中
下

巻
）
ま
で
、『
検
察
官
』
と
『
結
婚
』
以
外
の
ゴ
ー
ゴ
リ
作
品
の
翻
訳
を

行
っ
た
。

（
2
）
秦
野
一
宏
「
日
本
に
お
け
る
ゴ
ー
ゴ
リ　

ナ
ウ
カ
版
全
集
（
昭
九
）
の
出

る
ま
で
」『
ロ
シ
ヤ
語
ロ
シ
ヤ
文
学
研
究
』
第
一
五
巻
、
一
九
八
三
年
、

一
〇
一
頁
。

（
3
）
日
本
近
代
文
学
館
編
『
日
本
近
代
文
学
大
事
典　

第
二
巻
』
講
談
社
、
一

九
七
七
年
、
一
〇
二
頁
。
平
井
の
項
目
執
筆
は
、
横
田
瑞
穂
（
一
九
〇
四

〜
一
九
八
六
）。
横
田
は
早
稲
田
大
学
露
文
科
を
一
九
三
〇
年
に
卒
業
し

た
。
一
九
四
九
年
か
ら
早
稲
田
大
学
露
文
科
教
授
。
ゴ
ー
ゴ
リ
『
死
せ
る

魂
』、
シ
ョ
ー
ロ
ホ
フ
『
静
か
な
ド
ン
』、
ゴ
ー
リ
キ
ー
『
母
』
な
ど
の
翻

訳
が
あ
る
。「
横
田
瑞
穂
著
作
、
翻
訳
年
譜
」『
横
田
さ
ん
を
偲
ぶ
夕
べ
』

源
貴
志
編
、
一
九
八
八
年
、
三
〜
二
八
頁
参
照
。

（
4
）
山
下
ユ
リ
ヤ
氏
か
ら
手
紙
を
拝
受
し
た
の
は
二
〇
一
〇
年
三
月
九
日
か
ら
。

山
下
氏
は
、
ワ
ー
プ
ロ
書
院
（
シ
ャ
ー
プ
）
を
長
年
愛
用
さ
れ
て
い
る
。

手
紙
は
ワ
ー
プ
ロ
で
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
5
）
山
下
氏
か
ら
の
手
紙
、
二
〇
一
〇
年
三
月
一
七
日
拝
受
。

（
6
）
二
〇
一
〇
年
五
月
二
一
日
よ
り
。

（
7
）
伊
藤
氏
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
「
貴
司
山
治net

資
料
館
」
を
開
設
し

て
い
る
。

（
8
）
貴
司
山
治
が
編
集
長
を
つ
と
め
て
い
た
雑
誌
『
婦
人
之
世
紀
』
は
、
大
阪

割
烹
学
校
校
友
会
誌
か
ら
発
展
し
て
月
刊
化
さ
れ
、
校
友
に
配
布
、
書
店

で
も
販
売
さ
れ
た
。
平
井
は
一
九
二
四
年
二
月
か
ら
同
誌
の
編
集
に
参
加

し
、
文
芸
欄
に
ロ
シ
ア
文
学
の
翻
訳
も
行
っ
た
。
一
九
二
四
年
七
月
ご
ろ
、

貴
司
か
ら
編
集
長
を
引
き
継
ぐ
も
、
一
九
二
五
年
九
月
腎
臓
病
の
悪
化
を

理
由
に
退
社
し
た
。『
貴
司
山
治
全
日
記
Ｄ
Ｖ
Ｄ
版
』
不
二
出
版
、
二
〇

一
一
年
参
照
。『
婦
人
之
世
紀
』
一
九
二
四
年
四
月
号
〜
一
九
二
五
年
十

一
月
号
参
照
。

（
9
）
不
二
出
版
、
二
〇
一
一
年
。

（
10
）『
日
本
歴
史
地
名
大
系
第
二
一
巻　

岐
阜
県
の
地
名
』
平
凡
社
、
一
九
八

九
年
、
二
七
八
頁
。

（
11
）
前
掲
、
手
紙
、
三
月
一
七
日
拝
受
。

（
12
）
炭
治
郎
は
、
谷
汲
村
の
区
長
を
一
九
一
六
年
〜
一
九
年
、
一
九
二
八
〜
三

二
年
の
二
期
に
渡
っ
て
つ
と
め
た
。
平
井
國
男
『
谷
汲
村
名
礼
を
語
る
』

非
売
品
、
一
九
八
五
年
、
七
六
頁
。

（
13
）「
永
久
保
存
版
明
治
三
十
八
年
度
谷
汲
尋
常
小
学
校
卒
業
者
名
」
名
簿
に

註
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は
、「
平
井
肇　

卒
業
後
の
進
学
先　

揖
斐
尋
常
高
等
小
学
校
高
等
科
」

と
記
載
さ
れ
て
い
た
。

（
14
）
揖
斐
尋
常
高
等
小
学
校
は
、
一
八
七
六
年
に
開
校
さ
れ
た
協
同
義
校
を
前

身
と
す
る
。
い
く
つ
か
の
改
編
を
へ
て
一
八
八
九
年
揖
斐
尋
常
高
等
小
学

校
と
改
称
さ
れ
た
。
岐
阜
県
揖
斐
郡
教
育
会
編
纂
『
揖
斐
郡
志
』
六
三
五

頁
参
照
。

（
15
）
谷
汲
村
編
『
谷
汲
村
史
』
谷
汲
村
、
一
九
七
七
年
、
二
八
九
頁
。

（
16
）
前
掲
、
手
紙
、
三
月
一
七
日
拝
受
。

（
17
）
岐
阜
地
方
裁
判
所
管
内
御
嵩
地
区
裁
判
所
は
、
一
八
七
四
年
に
設
置
さ
れ

た
。『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典　

21　

岐
阜
県
』
一
八
五
八
頁
。

（
18
）「
大
正
時
代
の
御
嵩
の
家
並
み
地
図
」
御
嵩
町
史
編
さ
ん
室
編
『
御
嵩
町

史　

通
史
編　

上
』
一
九
九
二
年
、
四
〇
八
頁
。

（
19
）
平
井
肇
「
ロ
シ
ヤ
語
二
十
五
年
」『
藝
文
』
藝
文
社
、
一
九
四
三
年
四
月

号
、（
復
刻
版
、
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
〇
八
年
）
一
五
〇
頁
。

（
20
）
同
前
、
一
五
〇
頁
。

（
21
）
同
前
、
一
五
〇
頁
。

（
22
）
同
前
、
一
五
〇
頁
。

（
23
）
同
前
、
一
五
〇
頁
。

（
24
）
同
前
、
一
五
〇
頁
。

（
25
）
前
掲
、
手
紙
、
三
月
十
七
日
拝
受
。

（
26
）
平
井
、
前
掲
書
、
一
五
一
頁
。

（
27
）『
早
稲
田
大
学
文
学
部
百
年
史
』
早
稲
田
大
学
第
一
・
第
二
文
学
部
発
行
、

一
九
九
二
年
、
二
三
九
頁
。

（
28
）
同
前
、
二
三
九
頁
。

（
29
）
相
馬
昌
治
（
御
風
）（
一
八
八
三
〜
一
九
五
〇
）　

新
潟
県
生
ま
れ
。
一
九

〇
六
年
早
稲
田
大
学
文
学
部
哲
学
科
卒
業
。
詩
歌
や
評
論
な
ど
も
行
っ
た
。

『
日
本
近
代
文
学
大
事
典　

第
二
巻
』
講
談
社
、
二
五
五
頁
。

（
30
）
吉
江
喬
松
（
一
八
八
〇
〜
一
九
四
〇
）　

長
野
県
生
ま
れ
。
一
九
〇
五
年

早
稲
田
大
学
英
文
科
卒
業
。
一
九
一
〇
年
早
稲
田
大
学
英
文
科
講
師
。
一

九
一
六
年
、
仏
文
科
創
設
の
た
め
に
フ
ラ
ン
ス
に
派
遣
さ
れ
る
。
一
九
一

八
年
帰
国
。
早
稲
田
大
学
仏
文
科
主
任
教
授
と
し
て
文
学
原
論
、
フ
ラ
ン

ス
文
学
史
、
古
典
劇
な
ど
を
講
義
し
た
。
同
前
、
四
六
八
〜
四
六
九
参
照
。

（
31
）
昇
曙
夢
（
本
名
、
直
隆
）（
一
八
七
八
〜
一
九
五
八
）　

鹿
児
島
県
奄
美
大

島
生
ま
れ
。
一
八
九
六
年
正
教
神
学
校
入
学
、
一
九
〇
三
年
卒
業
。
母
校

の
講
師
と
な
る
。
一
九
〇
四
年
に
か
け
て
ゴ
ー
ゴ
リ
の
文
語
体
の
評
伝
、

『
露
国
文
豪　

ゴ
ー
ゴ
リ
』
を
刊
行
。
一
九
〇
七
年
『
露
西
亜
文
学
研
究
』。

一
九
〇
八
年
翻
訳
集
『
白
夜
集
』。
ゴ
ー
リ
キ
ー
、
ク
ー
プ
リ
ン
、
ド
ス

ト
エ
フ
ス
キ
ー
、
ソ
ロ
グ
ー
プ
、
マ
ヤ
コ
フ
ス
キ
ー
な
ど
多
数
の
翻
訳
を

行
っ
た
。
戦
後
は
奄
美
の
日
本
復
帰
運
動
に
尽
力
し
た
。
同
前
、
三
七
頁

参
照
。

（
32
）
前
掲
書
『
早
稲
田
大
学
文
学
部
百
年
史
』
七
一
八
頁
。

（
33
）
平
井
、
前
掲
書
「
ロ
シ
ヤ
語
二
十
五
年
」
一
五
一
頁
。

（
34
）
米
川
正
夫
（
一
八
九
一
〜
一
九
六
五
）　

岡
山
県
高
梁
町
生
ま
れ
。
一
九

一
二
年
東
京
外
国
語
学
校
露
語
部
卒
業
。
一
九
四
六
年
四
月
早
大
文
学
部

専
任
講
師
、
の
ち
教
授
。
一
九
六
一
年
三
月
定
年
退
職
。
河
出
書
房
『
ド

ス
ト
エ
ー
フ
ス
キ
ー
全
集
』、
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
『
父
と
子
』、
ト
ル
ス
ト
イ

『
ア
ン
ナ
・
カ
レ
ー
ニ
ナ
』、『
戦
争
と
平
和
』
な
ど
、
幾
編
も
の
翻
訳
を

成
就
し
て
い
る
。
前
掲
、『
日
本
近
代
文
学
大
事
典　

第
三
巻
』
四
九
五

頁
参
照
。

（
35
）
中
村
白
葉
（
一
八
九
〇
〜
一
九
七
四
）　

兵
庫
県
生
ま
れ
。
一
九
一
二
年

東
京
外
国
語
学
校
露
語
部
卒
業
。
同
年
鉄
道
院
に
就
職
。
一
九
一
四
年
忠

誠
堂
の
雑
誌
「
中
央
文
学
」
の
編
集
に
た
ず
さ
わ
り
、
一
九
一
五
年
ロ
シ

ア
語
か
ら
初
の
直
接
訳
『
罪
と
罰
』
を
翻
訳
。
一
九
三
三
年
『
ト
ル
ス
ト

イ
全
集
』
を
米
川
正
夫
と
共
に
翻
訳
。
ソ
ロ
グ
ー
プ
、
チ
ェ
ー
ホ
フ
、
レ
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ー
ル
モ
ン
ト
フ
、
ア
ル
ツ
イ
バ
ー
シ
ェ
フ
な
ど
多
数
の
作
品
を
翻
訳
し
た
。

前
掲
、『
日
本
近
代
文
学
大
事
典　

第
三
巻
』
五
三
八
頁
参
照
。

（
36
）
平
井
、
前
掲
書
「
ロ
シ
ヤ
語
二
十
五
年
」
一
五
一
頁
。

（
37
）
昇
直
隆
（
曙
夢
）『
露
国
文
豪　

ゴ
ー
ゴ
リ
』
春
陽
堂
、
一
九
〇
四
年
。

（
38
）
ダ
ス
タ
エ
ー
フ
ス
キ
イ
作
、
米
川
正
夫
訳
『
白
痴
1
』
新
潮
社
、
一
九
一

四
年
。

（
39
）
ダ
ス
タ
エ
ー
フ
ス
キ
イ
作
、
中
村
白
葉
訳
『
罪
と
罰
』
上
下
巻
、
新
潮
社
、

一
九
一
八
年
。

（
40
）
嵯
峨
の
屋
お
む
ろ
は
、
一
八
九
六
年
に
国
民
新
聞
社
を
辞
し
て
か
ら
著
述

に
専
念
し
た
。
小
説
の
執
筆
の
ほ
か
に
ト
ル
ス
ト
イ
、
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
、

レ
ー
ル
モ
ン
ト
フ
の
翻
訳
を
行
っ
た
。
一
九
〇
四
年
に
大
本
営
幕
僚
事
務

扱
と
な
っ
て
か
ら
は
、
小
説
の
執
筆
、
翻
訳
数
は
こ
れ
ま
で
よ
り
減
少
し

た
。
杉
崎
俊
夫
『
嵯
峨
の
屋
お
む
ろ
研
究
』
双
文
社
出
版
、
一
九
八
六
年
、

三
〇
五
〜
三
三
二
頁
参
照
。

（
41
）
平
井
、
前
掲
書
「
ロ
シ
ヤ
語
二
十
五
年
」
一
五
一
頁
。

（
42
）
同
前
、
一
五
一
頁
。

（
43
）
前
掲
書
『
早
稲
田
大
学
文
学
部
百
年
史
』
七
一
八
〜
七
一
九
頁
。

（
44
）「
大
正
五
年
九
月
に
、
文
学
部
教
科
の
第
二
外
国
語
と
し
て
露
西
亜
語
が

新
設
さ
れ
た
。
こ
の
当
時
、
大
学
部
各
科
の
中
に
は
第
二
外
国
語
と
し
て
、

独
語
、
仏
語
、
支
那
語
、
実
用
英
語
（
明
治
四
四
〜
四
一
年
ま
で
は
実
際

英
語
）
を
配
当
し
て
い
る
も
の
が
あ
っ
た
。
実
用
英
語
は
学
科
配
当
表
に

よ
る
と
大
正
五
年
第
一
学
年
生
よ
り
廃
止
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
代
わ
り

に
こ
の
年
か
ら
露
西
亜
語
が
置
か
れ
、
担
任
講
師
と
し
て
昇
の
ほ
か
に
八

杉
貞
利
が
嘱
任
さ
れ
た
の
で
あ
る
。」
前
掲
書
『
早
稲
田
大
学
文
学
部
百

年
史
』
七
一
九
頁
。

（
45
）
片
上
伸
（
一
八
八
三
〜
一
九
二
八
）　

愛
媛
県
越
智
郡
波
止
濱
村
生
ま
れ
。

一
八
九
九
年
東
京
専
門
学
校
（
現
・
早
稲
田
大
学
）
入
学
。
一
九
〇
六
年

早
稲
田
大
学
卒
業
。
一
九
〇
七
年
四
月
、
早
稲
田
大
学
予
科
講
師
。
一
九

一
〇
年
早
稲
田
大
学
哲
学
科
出
身
の
桂
井
當
之
助
の
妹
、
朝
子
と
結
婚
。

同
年
よ
り
早
稲
田
大
学
文
学
部
本
科
教
授
。
一
九
一
五
年
一
〇
月
、
早
稲

田
大
学
留
学
生
と
し
て
ロ
シ
ア
に
赴
く
。
一
九
一
八
年
三
月
帰
国
。
翻
訳
、

評
論
を
多
数
行
っ
た
。
片
上
伸
『
片
上
伸
全
集　

第
二
巻
』
砂
子
屋
書
房
、

一
九
三
八
年
、
三
九
九
頁
参
照
。

（
46
）「
片
上
伸
氏
出
発　

早
稲
田
大
学
教
授
片
上
伸
氏
は
、
四
日
午
後
東
京
駅

出
発
露
国
留
学
の
途
に
つ
く
由
」
東
京
朝
日
新
聞
、
一
九
一
五
年
一
〇
月

四
日
、
朝
刊
、
五
頁
。

（
47
）
片
上
は
一
九
一
八
年
三
月
二
八
日
に
帰
国
し
た
。
東
京
朝
日
新
聞
、
一
九

一
八
年
三
月
二
十
九
日
、
朝
刊
、
五
頁
。

（
48
）「
片
上
伸
氏　

昨
夕
出
発　

さ
か
ん
な
見
送
り
に
露
国
へ
」
東
京
朝
日
新

聞
、
一
九
二
四
年
六
月
二
五
日
、
朝
刊
。

（
49
）「
帰
朝
し
た
片
上
伸
氏
（
け
ふ
東
京
駅
で
）
ど
つ
さ
り
買
つ
た
書
物
抱
へ

て　

一
年
ぶ
り
で
露
国
か
ら
帰
朝
し
た
片
上
伸
氏　

近
く
紀
州
の
田
舎
に

こ
も
る
」
東
京
朝
日
新
聞
、
一
九
二
五
年
一
〇
月
一
日
、
夕
刊
、
二
頁
。

（
50
）「
大
正
七
年
四
月　

帰
朝
、
直
ち
に
母
校
の
教
壇
に
立
つ
。」
片
上
、
前
掲

『
片
上
伸
全
集　

第
二
巻
』
巻
末
年
表
、
片
上
晨
太
郎
作
成
、
三
九
九
頁
。

（
51
）
平
井
、
前
掲
「
ロ
シ
ヤ
語
二
十
五
年
」
一
五
二
頁
。

（
52
）
同
前
、
一
五
二
頁
。

（
53
）
同
前
、
一
五
二
頁
。

（
54
）「
早
大
の
予
科
延
長　

高
等
予
科
の
修
行
年
限
を
二
年
に
延
長
」
東
京
朝

日
新
聞
、
一
九
一
七
年
二
月
二
四
日
、
朝
刊
、
五
頁
。

（
55
）
平
井
、
前
掲
書
「
ロ
シ
ヤ
語
二
十
五
年
」
一
五
三
頁
。

（
56
）「
初
歩
と
は
い
へ
、
ロ
シ
ヤ
語
を
全
然
自
分
一
人
で
独
習
し
や
う
と
い
ふ

の
だ
か
ら
、
特
に
発
音
に
至
つ
て
は
一
体
ど
う
発
音
し
た
ら
よ
い
の
か
皆

目
見
当
も
つ
か
な
い
始
末
だ
つ
た
。
そ
れ
で
誰
か
に
つ
い
て
教
へ
を
受
け
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た
い
と
思
つ
て
ゐ
た
時
、
は
か
ら
ず
も
新
聞
の
案
内
欄
で
、
或
る
ロ
シ
ヤ

婦
人
が
露
語
と
仏
語
の
個
人
教
授
を
す
る
と
い
ふ
三
行
広
告
を
発
見
し
た
。

そ
こ
で
麻
布
の
簞
笥
町
に
住
ん
で
ゐ
る
そ
の
婦
人
を
訪
ね
て
行
つ
た
。」

同
前
、
一
五
三
頁
。

（
57
）「
学
年
は
じ
め
ま
で
三
箇
月
間
に
せ
め
て
基
礎
知
識
だ
け
で
も
つ
け
て
お

か
う
も
の
と
躍
起
に
な
つ
て
勉
強
を
は
じ
め
た
」。
露
文
科
は
一
九
一
九

年
四
月
に
新
設
さ
れ
た
た
め
、
三
ヶ
月
前
は
同
年
一
月
と
な
る
。
同
前
、

一
五
三
頁
。

（
58
）
ド
ゥ
ー
ド
ロ
フ
家
の
当
時
の
住
所
は
「
麻
布
区
簞
笥
町
六
十
二
」
と
な
っ

て
い
る
。JA

CA
R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）、C11080355200

「
大
正
十
一
年
一
月
三
十
日
第
三
十
号
「
オ
ス
テ
ン
、
サ
ケ
ン
」
大
佐
に

対
す
る
勲
記
の
件
」
参
照
。

（
59
）
前
掲
、
一
五
三
頁
。

（
60
）
平
井
肇
「
ド
ゥ
ー
ド
ロ
フ
家
の
人
々
」『
書
物
展
望
』
書
物
展
望
社
、
一

九
三
六
年
、
第
六
巻
二
号
、
通
巻
第
五
六
号
、
七
七
頁
。

（
61
）
平
井
、
前
掲
書
「
ロ
シ
ヤ
語
二
五
年
」
一
五
三
頁
。

（
62
）「
学
校
で
は
、
プ
ー
シ
キ
ン
の
流
暢
な
文
章
に
酔
ひ
、
ゴ
ー
ゴ
リ
の
難
解

な
章
句
に
苦
し
み
、
ド
ス
ト
イ
エ
フ
ス
キ
イ
の
深
刻
な
描
写
に
心
を
暗
く

し
、
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
の
甘
美
な
情
緒
に
感
傷
を
そ
そ
ら
れ
て
、
ロ
シ
ヤ
文

学
が
ま
す
ま
す
好
き
に
な
つ
て
行
つ
た
。
就
中
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
と
チ
エ
ー

ホ
フ
と
に
最
も
傾
倒
し
た
。」
同
前
、
一
五
五
頁
。

（
63
）
馬
場
哲
哉
（
一
八
九
〇
〜
一
九
五
一
）　

福
島
県
生
ま
れ
。
一
九
一
四
年

に
東
京
外
国
語
学
校
（
現
・
東
京
外
国
語
大
学
）
露
語
部
を
卒
業
後
、
早

稲
田
大
学
文
学
部
英
文
科
に
入
学
、
一
九
一
七
年
卒
業
。
早
大
英
文
科
で

第
二
外
国
語
の
ロ
シ
ア
語
の
講
師
と
な
る
。
外
村
史
郎
の
名
で
も
翻
訳
、

評
論
を
行
う
。
一
九
四
一
年
ソ
ビ
エ
ト
に
渡
り
、
敗
戦
と
共
に
シ
ベ
リ
ア

抑
留
さ
れ
、
一
九
五
一
年
に
死
去
し
た
。
前
掲
、『
日
本
近
代
文
学
大
事

典　

第
二
巻
』
二
一
〇
頁
参
照
。

（
64
）
八
杉
貞
利
（
一
八
七
六
〜
一
九
九
六
）　

東
京
生
ま
れ
。
一
九
〇
〇
年
東

京
帝
国
大
学
博
言
学
科
卒
業
。
恩
師
上
田
万
年
の
勧
め
に
よ
り
ロ
シ
ア
語

学
の
研
究
に
入
り
、
一
九
〇
一
年
ロ
シ
ア
留
学
、
一
九
〇
四
年
帰
国
後
東

京
外
国
語
学
校
（
現
・
東
京
外
国
語
大
学
）
の
教
授
と
な
り
、
東
大
、
早

大
講
師
を
歴
任
し
た
。
前
掲
、『
日
本
近
代
文
学
大
事
典　

第
三
巻
』
三

八
九
頁
参
照
。

（
65
）
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ワ
ノ
フ
ス
キ
イ
（
一
八
七
四
〜
一
九
六
七
）　

ハ
バ

ロ
フ
ス
ク
軍
管
区
隊
長
で
あ
っ
た
一
九
一
九
年
、
病
気
療
養
を
理
由
に
日

本
に
入
国
し
た
。
一
九
二
一
年
か
ら
一
九
四
三
年
ま
で
露
文
科
の
講
師
を

つ
と
め
た
。
日
本
で
死
去
し
た
。
ミ
ー
ラ
・
Ｍ
・
ヤ
コ
ベ
ン
コ
、
滝
波
秀

子
訳
「
夢
追
う
人
Ａ
・
ワ
ノ
ー
フ
ス
キ
ー
伝
」『
早
稲
田
大
学
図
書
館
紀

要
』
第
三
八
号
、
一
九
九
三
年
五
月
、
一
〜
一
二
頁
参
照
。

（
66
）
平
井
、
前
掲
書
「
ロ
シ
ヤ
語
二
十
五
年
」
一
五
四
頁
。

（
67
）
同
前
、
一
五
四
頁
。

（
68
）
平
井
、
前
掲
書
「
ド
ゥ
ー
ド
ロ
フ
家
の
人
々
」『
書
物
展
望
』
書
物
展
望

社
、
七
九
頁
。

（
69
）
前
掲
、
手
紙
、
三
月
一
七
日
拝
受
。

（
70
）
山
下
氏
か
ら
ご
提
供
頂
い
た
平
井
の
年
賀
状
の
コ
ピ
ー
参
照
。
二
〇
一
〇

年
四
月
二
六
日
拝
受
。

（
71
）
筆
者
は
早
稲
田
大
学
比
較
文
学
研
究
室
に
保
存
さ
れ
て
い
る
『
ロ
シ
ヤ
文

学
』
の
四
月
号
か
ら
七
月
号
ま
で
を
閲
覧
し
た
。

（
72
）『
ロ
シ
ヤ
研
究
』
四
月
号
、
春
陽
堂
、
一
九
二
三
年
、
二
七
三
頁
。

（
73
）
前
掲
、
手
紙
、
三
月
一
七
日
拝
受
。

（
74
）
ポ
ダ
ル
コ
・
ピ
ョ
ー
ト
ル
『
白
系
ロ
シ
ア
人
と
ニ
ッ
ポ
ン
』
成
文
社
、
二

〇
一
〇
年
、
一
二
二
頁
。

（
75
）「（
引
用
者
註
・
片
上
伸
）
氏
の
今
回
の
ロ
シ
ア
行
き
の
真
相
は
最
近
氏
の

一
身
上
に
頗
る
芳
し
く
な
い
問
題
が
持
ち
上
が
つ
た
の
で
氏
の
予
て
の
計

画
を
こ
ん
な
に
早
め
た
の
で
一
部
に
伝
え
ら
れ
て
る
様
な
対
学
校
と
の
問

題
は
少
し
も
な
い
が
、
文
科
の
少
壮
教
授
や
学
生
連
中
は
氏
の
日
頃
の
官

僚
的
な
専
横
振
り
に
非
当
な
反
感
を
抱
い
て
い
た
の
で
ロ
シ
ア
文
学
科
の
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一
身
上
に
頗
る
芳
し
く
な
い
問
題
が
持
ち
上
が
つ
た
の
で
氏
の
予
て
の
計

画
を
こ
ん
な
に
早
め
た
の
で
一
部
に
伝
え
ら
れ
て
る
様
な
対
学
校
と
の
問

題
は
少
し
も
な
い
が
、
文
科
の
少
壮
教
授
や
学
生
連
中
は
氏
の
日
頃
の
官

僚
的
な
専
横
振
り
に
非
当
な
反
感
を
抱
い
て
い
た
の
で
ロ
シ
ア
文
学
科
の

極
少
数
人
を
除
い
て
は
一
同
氏
の
離
職
を
痛
快
が
つ
て
ゐ
る
。」
一
九
二

四
年
六
月
二
四
日
東
京
朝
日
新
聞
、
一
一
頁
。

（
76
）
前
掲
、
手
紙
、
三
月
一
七
日
拝
受
。

 

（
か
な
い　

み
ち
こ
／
修
士
課
程
修
了
）


